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含：

アプリケーション例

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月

データシート

labHSUはバイノーラル測定のために最適化された2チャンネルのフロントエンドで、PCでなくスマート

フォンやタブレットでも利用できます。ダミーヘッドや他のバイノーラルセンサーによる測定は、スタンド

アロンモードで行うことができ、labHSU上で直接イコライズされ、弊社のヘッドホンを用いて聴感に

忠実な再生が可能です。



概 要
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labHSUは、HEADlink 2.0伝送プロトコルを備え

たHEADlabファミリーのデバイスで、柔軟なバイノーラ

ルフロントエンドです。ダミーヘッドやバイノーラル測定

システムを用いたデータ収集のために最適化されてい

ます。さらに、labHSUは従来のライン入力、IEPE、

ICP®、パルスセンサー、コンデンサーマイク、ヘッドフォ

ンの接続オプションを提供します。

labHSUの優れた特徴の一つは、スマートフォンやタブ

レットのみを使用してバイノーラル測定を行うスタンドアロ

ンモードです。さらに、labHSUはデュアルADC技術、非

常に広ダイナミックレンジ、使いやすさ、ダイレクト再生等

の他の多くの機能も備えており、幅広い用途に対応で

きる多目的測定システムです。

主なフィーチャー

HEADlink 2.0伝送プロトコル（ファームウェア2.1現在）

最大サンプリングレート：204.8 kHz

3つの動作モード

› フロントエンドモード（PCに接続）

› モジュールモード（PC接続ではなくHEADlabコントローラー

に接続）

› スタンドアロンモード（Tool Pack Stand-Alone 

Recording（コード3710-01）が必要です。）

接続オプション

› ダミーヘッドHSU III.2、HSU III.3、HMS V、HMS IV

（現在販売しておりません）

› BHM III.3 バイノーラルヘッドマイク

› LINE、IEPE、ICPセンサー（TEDS）、コンデンサーマイク、

およびRPMセンサー

labHSUの録音イコライゼーション

弊社のヘッドホンによるイコライズされた聴感に忠実な再生

デュアルADC技術による広ダイナミックレンジ入力

柔軟な電源供給

各入力端子、HEADlabシステム内の他のモジュールからの

入力、PCインターフェースからの電気的絶縁

弊社ダミーヘッドやその他のバイノーラル測定システムを利用
したデータ収集、最大サンプリングレート204.8 kHz

アプリケーション

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月
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詳 細

スタンドアローン録音：高品質、自律的、優れた
利便性

labHSUをHSU III.2またはHSU III.3ダミーヘッドに簡単

に接続し、スタンドアローン測定をすぐに開始できます。「オー

トセンサー」 機能により、HMS V ダミーヘッドと同等のキャリ

ブレーション可能な測定システムを構築できます。必要なイ

コライゼーションは既にlabHSUに統合されているため、後処

理のイコライゼーションは不要です。

labHSUの内部ストレージに測定データを直接保存すること

ができます。また、USBを介して任意の追加ストレージ媒体

を接続することも可能です。

labHSUはlabPWR I.3電源モジュールと組み合わせると、

完全に自律したシステムとして動作可能です。labPWR 

I.3のバッテリーは数時間電力を供給可能です。さらに、

labPWR I.3には自動オン機能があり、外部電源を利用し

てリモートでオン・オフすることができます。

システムの拡張や追加の入力チャンネルが必要な場合は、

2台目のlabHSUを直接接続することもできます。

スタンドアローンモードでは、構成と操作のために必要なのは

スマートフォンまたはタブレットだけです。labHSUはブラウザ

ベースのユーザーインターフェースを通じて便利に操作できま

す。

注：

labHSU TP 01 ツールパック スタンドアローン録音

（Code 3710-01）は、スタンドアローンモードでの

測定およびサードパーティソフトウェア利用時に必須です。

スマートフォン／タブレットに接続するには、HEAD 

acoustics の USB WLANアダプター（Code 0275）

が必要です。USBを介して labHSU に接続します。

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月

labHSUは、HEADlink 2.0を備えた第2世代コントローラー機能を特徴とする柔軟なHEADlabフロントエンドです。スタ

ンドアロンモードだけでなく、さらに2つの操作モードで動作させることができます。HSUダミーヘッドを利用したスタンドアロン測

定は特に便利で、聴感に忠実で、バイノーラルかつ完全に自律的に行うことができます。
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labHSU – 個別機能

3つの異なる動作モード

› スタンドアローンモード
   »  PC、ノートPC、タブレット、またはスマートフォンと連携 
       したワイヤレス（Wi-Fi）操作。

   »  ブラウザベースのユーザーインターフェースを通じ簡単な   
       操作で、labHSUの機能に体系的かつ直感的にアク 
       セス可能。入力チャンネルの設定、録音の実行、モニ 
       タリング、録音データ管理、プリセットの利用、HEAD 
       acousticsのバイノーラル録音システム用フィルター利 
       用が可能。

   »  USB Wi-Fiアダプターを使用すると、labHSUは専用 
       の無線ネットワークを設定し、希望のデバイスを接続し 
       てブラウザ経由で機能と設定オプションにアクセス可能。

   »  もう1台のlabHSUまたはHMS Vダミーヘッドを直接接
       続可能。

› フロントエンドモード
   »  USBまたはLANを介して PC に接続し、ArtemiS 
       SUITEのRecorder（APR 040）で操作します。

   »  もう1つのHEADlabモジュールをlabHSUに直接接続 
       することも可能です。

› モジュールモード
   »  HEADlabシステムにモジュールとして統合します。

   »  labHSUをコントローラーまたはコンパクトモジュールに 
       接続すると、HEADlabの入力モジュールのように
       labHSUを使用できます。

他のHEADlab製品と接続するためのインターフェース

›  HEADlink
   »  HEADlinkインターフェースを使用して、labHSUを
       HEADlabシステムに1本のケーブルで統合します。

   »  この場合、labHSUはHEADlab入力モジュールのよう
       に動作し、録音信号をコントローラーに転送します。
       コントローラーはHEADlink接続を介してlabHSUに 
       電力を供給します。

›  HEADlink+
   »  HEADlabモジュールをフロントエンドモードで接続する
       には、HEADlink+インターフェースを使用します。こう
       することで、追加の測定チャンネルを追加して測定を
       柔軟に拡張できます。HEADlink+インターフェースは
       接続されたモジュールに電力を供給します。

   »  HMS VおよびHMS IVダミーヘッドも、アダプターを使 
       用してHEADlink+インターフェースに接続できます。

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月

»  HEADlink+（AESインターフェースとして構成）に
       より、labHSUを他社製の測定システムに接続可能
       です。組み込まれたHMSデータを用いて、labHSU
       は他のシステムにチャネル設定情報を送ることができ
       ます。

HEADlink 2.0 転送プロトコル

labHSU は HEADlink 2.0 転送プロトコルを特徴としており、
最大 204.8 kHz で、第１世代 labHSU の HEADlink 
1.0 転送プロトコル（最大 102.4 kHz）と比較して、同じ
チャンネル数で２倍のサンプリングレートを可能にします。

イコライゼーションと聴感に忠実な再生

›  イコライゼーションフィルター
   »  スタンドアローンモードでは、HEAD acousticsのバイ
       ノーラルセンサーは、labHSU 上でデジタルのプログラ
       ム可能なフィルターで直接イコライゼーションされます。
       後処理でイコライゼーションが不要なため、大変便利
       です。
   »  labHSU では、HEAD acousticsのバイノーラルセ
       ンサー用に以下のイコライゼーションが利用可能で
       す：方向非依存（ID）、自由音場（FF）、拡散
       音場（DF）。これにより、特に HSU III.2 および
       HSU III.3 のダミーヘッドを利用した測定が非常に
       便利です。

›  ヘッドホン出力による聴感に忠実な再生
   »  ヘッドホンコネクタは、弊社のポートフォリオから選択し
       たヘッドホン（例：HD CL I.1）向けの標準イコラ
       イゼーション（ID、FF、DF）を提供します。
   »  再生のイコライゼーション設定は手動で行うことも、
       再生ファイルの情報から自動で行うことも可能です。

›  その他の機能
   »  作動可能なリミッター
   »  ヘッドホンを通じて単一チャンネルまたはステレオチャン
       ネルをリアルタイムモニタリング

パルス入力

パルス入力は、ArtemiS SUITEのレコーダーまたはlabHSU 
TP 01 Tool Pack Stand-Alone Recording（コード
3710-01）のユーザーインターフェースで設定されます。パル
ス入力は電気的に絶縁されており、多くの設定オプションを提
供します:

›  さらなる機能
   »  最大3.28 MHzまでのパルスソースサンプリング
   »  信号の増幅またはコンディショニングのための統合
       信号調整
   »  高感度
   »  調整可能なトリガー閾値
   »  プッシュプルまたはオープンコレクタ出力センサ用の回
       路選択可能
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利用可能な外部電源
›  電源アダプター

›  labPWR I.3 供給モジュール、オプションとして車載電源
   を介した動作

›  HEADlinkおよび接続されたコントローラー経由

labHSUによる追加機能
›  デュアルADC技術により超広ダイナミックレンジを実現

   »  手動測定レンジ切り替えを不要にし、過負荷による測
       定エラーのリスク低減

›  切替可能なハイパスフィルター 22 Hz

›  内蔵ストレージ（64 GB）、外部ストレージメディアで拡
    張可能

›  作動可能なICP®供給（22 V / 4 mA）搭載BNC
   入力

›  コンデンサマイク用マイク入力、分極電圧（+200 V、
   チャンネルごとに切替可能）

›  HEADlabシステム内の他モジュールおよびPCインター
   フェースから入力の電気的絶縁

›  ICPセンサー用のケーブル断線およびショート検出

操作と制御

labHSUの操作および制御は、labHSUの動作モードによって
異なります：

›  スタンドアロンモード

   »  labHSUツールパック スタンドアローン録音（labHSU  
       TP 01）により、labHSUはオプションのUSB Wi-Fi  
       アダプターを介してノートPC、タブレット、またはスマート
       フォンに簡単に接続でき、ブラウザを介して操作可能で
       す。（ネットワーク接続が必要です）

   »  この目的のために、labHSUは専用の無線ネットワーク
       を設定し、希望する端末機器を接続できるようにしま
       す。

›  フロントエンドモード

   »  labHSUがUSBまたはLANでPCに接続されると、すべ
       ての種類の測定をサポートするArtemiS SUITEのレ
       コーダー（APR 040が必要です）により操作および
       制御が可能です。

›  モジュールモード

   »  このモードでは、labHSU は labHSU が接続されて
       いるコントローラー／コンパクトモジュールを介して操作
       します。

labHSU TP 01 ツールパック スタンドアローン録音
›  ユーザーインターフェース

   »  スタンドアローン録音ツールパックのブラウザベースの
       ユーザーインターフェースにより、操作しやすい選択
       フィールドを通じて入力チャンネルの構成パラメータに便
       利にアクセスできます。

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月

»  ユーザーインターフェースは画面フォーマットに適応し、   
       labHSUの機能に簡単にアクセスできるようにわかり易く 
       なっています。入力チャンネルの設定、録音の実行・モニ
       タリング・管理、プリセットの利用、HEAD acousticsの
       バイノーラル録音システム用フィルターの利用等のオプ
       ションが選択できます。

› 外部チャンネルの設定

   »  labHSUに接続された２台目のlabHSUやHMS Vや   
       HMS IVダミーヘッドのチャンネルも、ユーザーインター 
       フェースで便利に設定できます。すべてのオプションは、ネ
       イティブのlabHSUチャンネルと同じようにクリアに表示さ
       れます。

› モニタリングと聴感に忠実な再生

» labHSUのヘッドフォン出力を介して、ユーザーインター
フェースとHEAD acousticsのヘッドフォン、統合プレイ

         ヤーにより、進行中の録音のモニタリングや、保存済み
         録音データの聴感に忠実な再生が可能です。 リミッ
         ターにより、過度な高音量による聴覚障害を防ぎます。

› プリセットの使用

» プリセット機能により、さまざまな測定作業のハンドリング
       が非常に効率的になります。詳細な設定をプリセット保
       存し、ワンクリックで呼び出して適用できます。さらに、シ
       ステム起動時に自動で読み込むデフォルト設定を指定
       することも可能です。

› スタンドアローン測定システムとしてのlabHSU

» labPWR I.3と併用することで、Auto-On機能により
       例えば、密閉環境内や風洞試験中の車両内部での測
       定システムの完全自律運用が可能となります。



Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月|6|

接 続

制御 / 電源供給 / 拡張

データ収集 / 再生

インターフェイス / 接続

HEADlink
› labCTRL II.1 コントローラー
› labCOMPACT12 II / labCOMPACT24 

II コンパクトシステム
» labHSUコントローラー / コンパクトモジュール

からの電源供給

HEADlink+ (labHSUを介した電源供給)
› labHSU
› HEADlab モジュール
› HMS V ダミーヘッド

LAN
› PC

USB Type-C
› PC
› 外部ストレージ媒体

USB Type-A
› 外部ストレージ媒体
› USB Wi-Fi アダプター
› RC X.1 リモートコントロール

電源入力
› 電源モジュール
» labPWR I.3 (推奨)
» labPWR I.1
» labPWR I.2
» PS 24-60-L4

センサー接続

HSU III.2、HSU III.3 ダミーヘッド

BHM III.3 バイノーラルヘッドマイク

コンデンサーマイク

電圧 / ICP センサー

RPM センサー

ヘッドホン
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納品アイテム

オプションアクセサリー

ソフトウエアアクセサリー

ハードウエアアクセサリー

電源

接続・アダプタケーブル

アダプター

その他

labHSUをPCに接続時必須

スタンドアローンモードで必須
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APR 600: TPAプロジェクト

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月

ハードウエア互換性
HEADlab コントローラ

HEADlab モジュール

バイノーラル録音システム

アーティフィシャルヘッドマイク

ヘッドフォン

USBデバイス

リモートコントロール

マウントデバイス



|9|

技術データ

8 x ¼”-28 UNF, 4-pin, male

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月

一般データ

デジタル

デジタル
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0.34 Hz,

0.15 Hz

Code 3710, Rev. 4, Rev.02_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2026年4月

デジタル

デジタル入力パルス

デジタルUSBホスト

デジタルUSBデバイス
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アナログ入力マイク

アナログ出力ヘッドホン

アナログ入力、電圧 / ICP
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1 有効範囲：周囲温度23°C、73.4°F（±3°C、±5.4°F）、動作時間≥1時間。振動による励起により、偏差が生じる可能性があります。

アナログ入力、電圧 / ICP

アナログ入力 / マイク測定範囲1



データシート D50000jp1 概要_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2023年6月|6||6| データシート D3705jp1_内容が変更となる可能性があります。最終アップデート 2023年12月

お問い合わせ

〒240-0005 神奈川県横浜市保土ヶ谷区神戸町 134
横浜ビジネスパークウエストタワー 8F

電話：  045-340-2236
Eメール： headjapan@head-acoustics.com
ウェブサイト： www.head-acoustics.com

ICPは、PCB Piezotronics Inc.の登録商標です。
LEMOはLEMO SAの登録商標です。

ダイナミックレンジ

「ダイナミックレンジ」という用語には標準化された計算方法はありません。 したがって、labHSU では信号対雑音比（SNR または S/N）値が示されています。これは、labHSU 

の全体的な関連帯域のノイズフロアレベルに対する最大変調を持つ正弦波トーンのレベルから計算されます。 一部の文献では、「ダイナミックレンジ」という用語が S/N 値と類推

して使用されることがありますが、これはしばしば固有のノイズの狭帯域計算に基づいています。分析帯域に応じて、labHSU はそれに応じてはるかに高い「ダイナミックレンジ」値を

持つことになります。

mailto:eheadjapan@head-acoustics.com
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